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「Ⅰ期 1960 年代の安全問題（先進安全車）」「Ⅱ期 1990 年代 地球温暖化問題（ハイブ






































































































このような指摘を受けて、申請者は、第 4 章で行ったパイロットケーススタディ 9 社の
中からトヨタと同じ自動車業界の日産自動車を抽出し、最終章で再現可能性の試論を行っ
ている。その結果、トヨタの事例研究から導き出された社会性と経済性の達成プロセスの 3
つの選択肢が、特定の範囲ではあるが適用可能なことを見出していることから、今後、継続
的に事例研究を積み上げていくことにより克服は可能だといえる。 
本論文は、上記指摘のように一般化へ向けての将来的な課題が残されてはいるものの、事
例を丹念に調査・分析した結果得られた知見は、企業の社会的責任における社会性と経済性
のあり方に大きく貢献する優れた論文であるといえる。 
 
【審査結果】 
以上の論文審査に加えて、世良和美氏の研究歴と業績及び語学力は、本学博士（経営学）
の学位を授与するのに、相応しい十分な資格要件を備えていることを判断した。また、経営
学研究科（ビジネス・会計ファイナンス専攻）の博士学位審査基準に照らしても妥当な研究
内容であると認められる。 
本審査委員会は、世良和美氏の博士学位請求論文について、所定の試験結果と上述の論文
審査結果に基づき、全員一致をもって本学博士学位を授与するに相応しいものと判断した。 
